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1 はじめに

山形園試では、羽或5年に、サ トイモについて茎頂培養に

よる大量増殖法を確立し、生産振興の一役を担つている。こ

の培養苗は、慣行の種芋苗区に比較すると、①地上部の生育

がコンパクトで、草丈、葉の大きさとも小さい、②一次芋の

着生時期が種芋苗区より早く、多収である、③商品性の高い

丸芋が多い、④ウイルスフリー苗であるため、収量や品質の

低下を招くサトイモモザイクウイルス等に感染していない、

等の特徴が判明している。

ここでは、培養苗の芋の着生と肥大時期、及び培養苗の肥

大特性に適しかつ省力的な施肥法を検討したので、報告する。

2 試験方法

試験 1 塊茎着生 。肥大の解明

(1) 試験区の構成および栽培の概要

茎頂から増殖培養により形成したシュー ト塊を1シュー ト

ごとに分割したものを2月 10日 に72穴セル トレイで発根51

化行つたものを培養苗区とした。さらに 4月 6日 に 50穴セ

ル トレイに鉢上げ育首を行つたものを二次育苗区とした。ま

た、種芋首は、4月 17日 から 25℃で催芽処理を行つたもの

を用いた。これらの種類の苗について 5月 10日 に定植し、

収穫は 9月 6日 に行つた 栽植距離は、うね幅 120cnl、 株間

30cm、 1条植えとした。供試系統は全て「土垂系Jを用いた。

試験 2 瑚 巴法の検討

(1)試験区の構成及び栽培の概要

施肥方法については、肥効調節型肥料 (N P20 6

K202∝∝13、 100日 タイプ)、 シグモイ ド型肥効調節肥料 lN

Pρ 5・20=121∝ 10)、 高度イレ期巴料 O P205 K20=1∈ 1← 16)

の溶出特性の異なる3種類を用いて、全量基肥または、基肥

+追肥の組み合わせで 5水準の試験区を設定した。各区とも

N成分量は 15kg/10aと し、追肥区では、N成分で基肥

10ky10ら、追肥 5kg/10aを施用した。栽培については、試験

1に準じた。

3 試験結果及び考察

(1)計験 1

図 1、 2に時期月咄こ一次芋着生伏況について示した。7月

14日 の状況は、芋の着生が始まつており、セル苗区及び、二

次育苗区は着生数、重量ともに最も多く、種芋苗区では1次

芋の着生が少なく、2次芋の着生はなかった。このことから

培養苗は、種芋苗区と比較して早い時期に1次芋、2次芋の

着生が始まる特性があり、培養苗を鉢上げして二次育苗を行

い大苗を植え付けることで、着生時期がより早まるものと考

えられた。

表1は 9月 6日 に収穫した収量について示した。10a当た

り収量は、種芋苗区の0"tに対し、二次育苗区は約 3倍の

185t、 セル苗区は約 2倍の 122tで、商品割合では、種芋

苗区が67%、 二次育苗区が 84%、 セル苗区が724%であつ

た。培養苗は、収量性が高く、培養セル苗を鉢上げして2次

育苗した大苗は、一次芋の着生が早く、更に多収となつた。

(2)議 2

培養苗に一次芋が着生し、肥大が開始すると考えられる 7

月中旬 17月 14日 )の地上部の生育は、1動調節肥料区で他

の区と比べ劣り、収穫時の9月上旬 0月 7日 )まで同様の

傾向が認められた。培養苗の腋芽の発生数にはblE法による

差は見られなかつた。

収量について表2に示した。肥効調節肥料を判甲した区は、

7月 中旬以降の草丈、最大葉の葉面積が小さく、収量および

商品率ともに最も劣つた。しかし、化成肥料とシグモイ団巴

料を俳用した区では、10a当たり収量が 21tで最も多く、商

品率も約 88%で最も高かつた。また、他戎肥料と肥効調節肥

料の併用区、シグモイ ド劉 Bllの単用区は、化成肥料区 (贋
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行施肥法)よ りもやや劣つた。化成肥料とシグモイド型肥料

の併用区が最も多収となつたのは、速効性のイ断期巴料と7月

以降肥料溶出が多くなるシグモイド型肥料の肥効が相乗効

果として現れたためであると考えられ、全量基肥の省力施肥

として、サトイモ培養苗の早掘り栽培に適することが明らか

になつた。

4 おわりに
サトイモ培養苗は、取り扱いが簡便、早期多収等、栽培上

のメリットは多いが、その特性を十分把握し、種芋苗区と異

なつた栽培管理が必要である。山形園試では、培養苗の子芋

着生時期が早まる要因について、更に角弔明する予定である。
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図1 着生塊茎数の推移
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図2 着生塊茎重量の推移
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苗の  LL芋 (90g≦ )L芋 (60g≦ )M芋 (40g≦ )S芋 (208≦

種類  個数 重量  個数 重量  個数 重量  個数  重量  個数  質量 割合  個数 重量  個数 重量  収量
(個 ) (g) (個) (g) (個) (gl  (個 ) (8)  (個 ) (g) (%) (個 ) (g) (個 ) (g) (1)

金|」三百ど o 1    5 8   2 1  135 9   5 3  244 8   10 2  281 3    8 6  126 9  84 0  26 1  794 6  17 5  667 7     1 9

セル1き o o    o 0  0 1    3 4  2 6  118 1   11 4  319 0   14 1  170 0  72 4 28 0  610 5  14 0  440 5    1 2

種芋苗 oo  00 00  00 27 116 8  32 97 5  75 94 6 67 0 13 4 308 9 59 214 3  06
1)階級 S以上の重量割合

卍 融 量 離 収量 噂 算LL芋 (90g≦ )L芋 (60g≦ )M芋 (40g≦ ) S芋 (2α
個数 重量  個数 重量  個数 菫量  個数  重■  個数  董量  割合 個数 重量  個数 重量  1又量

(個) (g) (個 ) くg) (個 ) (3)  (個) (D  〈個) (0  (%) (個 ) (3) (個) (g) (t)
肥効調節 o。  00 09 552 42 1976 100 2867 124 1383 798 275 6777 151 5395 150
イヒFえ+1巴富同 0 0   0 0   0 8   51 3   4 5  228 0  11 4   322 5  11 0   134 0  81 7  27 7  735 8  16 7  601 8   1 67

S肥効調節 01  46 10 699 44 2082 99 2828 100 1141 832 255 6790 154 5655 157
化成+S月巴議 02  159  17  1183  54  2883  99  3492  90  1089 876 262 8806  172 7717  214
化成   01  58 21 1359 60 2448 102 2813 86 1269 840 261 7946 175 6677 185

1)階級 S以上の重量害1合
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図( NII種類による咸大案面積^の影響
図3 ,こ将種類による草丈 のヽ影響
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